
2026年9月29日（火）開催 リアルセミナー 協賛のご案内
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●ゴールド協賛:350万円
１:主催パネルディスカッションに登壇者として参加
２:協賛講演20分
３:リード提供（リアル150件想定、アーカイブ250件想定）
４:ネットワーキング参加（２名）

●シルバー協賛:200万円
1:講演20分
2:リード提供（リアル150件想定、アーカイブ250件想定）
3:ネットワーキング参加（1名）



HR課題に関心を持つ
技術・事業部門リーダーへリーチ

日経クロステックNEXT申込経験者の約7割が、現場主導でスキル定義・育成・キャリアパス整備に着手ま
たは予定。タレントマネジメント、スキル管理、リスキリング支援企業にとって有望な接点です。

あなたの会社/法人では、人材獲得・離職防止・エンゲージメント向上、1on1などの人事施策に
「人事以外の部署（事業部/現場）」が関与していますか。（一つ選択）

15% 27% 31% 13% 14%

0% 50% 100%

深く関与している やや関与している 部門によって関与している場合もある ほとんど関与していない まったく関与していない
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日経クロステックNEXTの申込経験者は、
技術・DX・事業変革に関心を持つだけで
なく、採用、育成、配置、エンゲージメント、
リスキリングといった人的資本テーマにも高
い関与・関心を持っています。

特に、人事部門ではなく現場・事業部門
側で人的課題に関わる層が多く、HR系
サービスを提供する企業にとって“人事以
外の意思決定関与者・提案者”と繋がる
機会をご提供します。

回答比
率

回答者
数

選択肢

53.6%981on1・面談

12.0%22オンボーディング

48.1%88育成・研修設計

36.6%67組織風土・コミュニケーション施策

36.6%67採用（面接/説明会/スカウト）

42.6%78評価・目標設計

21.9%40配置・異動

12.6%23選択肢に関与しているものはない

■あなたが少しでも関与したことがある
内容を選択してください
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18.6% 23.0% 20.8% 14.2% 23.5%

0% 50% 100%

実行・効果測定まで アクション策定 議論のみ 閲覧のみ 改善アクションを立てる場合はない

■あなたの所属する組織では、現場がエンゲージメントサーベイ等の結果を閲覧し、改善アクショ
ンを立てる場合がありますか？（一つ選択）（SA）N=183
・62.4%（色付け部分）が人事データを踏まえて改善に向けた議論を行っている

■ご自身の業務時間の一定割合（例：5〜10%以上）を、採用・教育・組織開発といった「広義の人的課
題の解決」に割くことが、本来の業務（開発や製造、営業など）と同様に重要だと考えていますか？
・74%の回答者が、人事課題の解決が重要だと考えている。

21.3% 14.8% 38.3% 6.6% 19.1%

0% 50% 100%

重要だと考えて実行している 重要だと考えてこれから実行予定 重要だと考え始めている

部門内で相談をされることがある 重要だと考えていない
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お問い合わせ
日経BP アカウントビジネス部 c-ad@nikkeibp.co.jp


